
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所・研究系・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６２６１８

基盤研究(C)（一般）

2023～2021

日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベースの構築

Development of a cognacy- and semantic-tagged lexical database for the 
reconstruction of Proto-Japonic

００５４９００８研究者番号：

五十嵐　陽介（Igarashi, Yosuke）

研究期間：

２１Ｋ００５１７

年 月 日現在  ６   ６ １９

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的は、同源性および意味の双方で関連付けられた、日琉諸語の比較言
語学的研究を促進するための語彙データベースの構築にある。この目的に達するために「日琉語類別語彙」を整
備拡張し「危機言語データベース」に登録した。これを用いた研究成果は以下の通りである。
①動詞の母音に着目して、九州諸方言と琉球諸語が単系統群をなすとする論文を発表した。②琉球祖語のアクセ
ント類を再建する論文を発表した。③琉球祖語と日本語との間のアクセントの特徴的な対応が日琉祖語の語形成
に起因するとする説を学会で発表した。④非中央語が系統的位置づけに関する発表を行った。⑤比較言語学の概
説書を共著者とともに出版した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this project is to construct a lexical database annotated 
with both cognacy and semantic tags, aimed at facilitating comparative linguistic research on 
Japonic languages. To achieve this goal, I have developed and expanded the "JR-COGNATES" database 
and registered it in the "Database of Endangered Languages of Japan." The outcomes of my research 
utilizing this database are summarized as follows: 1) I have published a paper focusing on the vowel
 systems of verbs, proposing that Kyushu dialects and Ryukyuan languages constitute a monophyletic 
group. 2) Another paper of mine reconstructs the accent patterns of Proto-Ryukyuan. 3) I presented a
 conference paper advancing the theory that the distinctive accent correspondences between 
Proto-Ryukyuan and Japanese are attributable to proto-Japonic word-formation. 4) I delivered a talk 
on the phylogenetic classification of non-central Japonic varieties. 5) I co-authored a book 
providing an overview of comparative linguistics.

研究分野： 言語学　音声学　歴史言語学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
古代日本語の姿がいかなるものであったのかという問いは人々の興味を引くものである。現在の日本語と琉球諸
語の共通祖先である日琉祖語は、古墳時代に分岐しはじめたとされており、その祖語がどのような姿をであった
か、千年数百年の歳月を経て現在の多様な言語体系へとどのように変化してきたのかを明らかにするためには、
比較言語学的手法が必要不可欠である。比較言語学的研究の進展には、日琉諸語の利用可能なデータを検索可能
な形で整理し、データベース化することが必要である。本研究課題はそのようなデータベース開発を推進するも
のであり、その成果は国立国語研究所の「危機言語データベース」の一環として広く公開されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本列島の諸言語・諸方言は（アイヌ語を除いて）日琉語族をなし、日琉語族は日本本土で行

われる日本語派と、琉球列島で行われる琉球語派という 2 つの系統群に大別される（Pellard 2015）。
現代の諸方言が分岐発達する以前の言語体系すなわち祖語の姿を推定する作業は比較再建と呼
ばれる。日琉祖語を再建するこれまでの研究には①中央語偏重、②アクセント偏重、③不完全な
構造化という問題がある。 
 
①中央語偏重：日琉祖語の再建は少数の主として国外の研究者によって行われてきたが（Martin 
1987; Frellesvig and Whitman 2008, Vovin 2011）、定説的な見解は存在しない。再建に中心的な役割
を演じるデータは、文献に残された中央語（京都・奈良を中心とする近畿地方の方言）であり、
非中央語系統の諸方言のデータは重要視されない。近年急速に発展した琉球諸語研究からの知
見が取り入れられ始めたのはごく最近である（Pellard 2013）。五十嵐（2021）が強調するように、
琉球語諸方言だけでなく（本土）日本語の非中央語系統の諸方言には、祖語の再建に重要な役割
を演じる多様性が観察される。非中央語系統の諸方言の最新データは日琉祖語を再建する研究
を大幅に前進させる可能性を孕んでいる。 
 
②アクセント偏重：一方国内では、非中央語系統の諸方言の比較に基づいた再建が行われている
が（上野 2006; 松森 1993）、再建の対象はアクセント体系に限定されている。服部（1978）以来、
分節音（母音・子音）を含めた語形全体を再建する本格的な試みは国内の研究者によって行われ
ていない。早田（2017）は例外であり分節音が再建されているが、その手法は中央語の文献資料
に基づく内的再建であり、非中央語系統の諸方言の扱いは周辺的である。分節音の変化はアクセ
ントの変化と連動することがあり、対立するアクセント型の数の増減をもたらすこともある。分
節音の再建を本格的に行うことで、祖語のアクセントに関する従来の学説は大幅な見直しを迫
られる可能性がある。 
 
③不完全な構造化：既存の諸方言語彙データはいかなるものであれ、同源性（cognacy）を見出
しとするか（Martin 1987; 五十嵐 2016）、意味を見出しとするか（平山他 1992 -93）のいずれか
である。そのため、2 つ以上の方言において意味変化と音変化の一方あるいは両方を経験した語
が、歴史的に同一の語に遡る事実を知ることができない。例えば琉球祖語*kamati に遡る語は、
琉球語諸方言で「横木」「頭」「頬」「顎」等様々な意味を持つが、これらの語が 1 つの祖語形*kamati
に遡る事実は、同源性を示すタグが無ければ知ることができない。また琉球語諸方言では「頭」
を表す語が、語源の異なる語（*kamati, *tuburu, *kana-mari など）で表されるが、これらの語が同
一の意味を持つ事実は、共通の意味タグが無ければ知ることができない。祖語から個々の方言へ
の音変化と意味変化の双方を知るためには、個々の方言の語形が同源性と意味の双方に基づい
て構造化されていなければならない。 

 
以上から明らかなように、日琉祖語を再建する研究を発展させるためには、文献に残された中

央語だけでなく、現代諸方言の語彙・アクセント情報が格納し、それらを同源性と意味の双方に
よって構造化したデータベースを構築することが有益である。このようなデータベースはこれ
まで存在しなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙・アクセントの電子的データベー

ス『日琉諸語語彙データベース』を構築することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
手法は以下の通りである。 
 
1. 対象となる既存データ（論文、方言辞典類）を電子化する。 
2. 「同源性タグ」と「意味タグ」を開発し付与する（表 1）。 
3. 祖語の語形とアクセントを再建する。 
4. インターネットで公開する。 

 
1 の既存データは中央語（文献含む）と現代諸方言のデータであり、これを電子化する。2 の



「同源性タグ」の開発には専門的な知識が必要であるが、応募者は『日琉語類別語彙』（五十嵐
2019）の開発を通じてすでに 1800 項目以上の同源性タグを定義しているので、このタグを利用
することができる。「意味タグ」は新たに開発する必要がある。Swadesh（1952）の基礎語彙にお
ける 207 項目を必ず含むこととして、また『現代日本語方言大辞典』（平山他 1992-93）の項目、
『日本言語地図』（LAJ 1966-74）の項目を参考にして 1000 程度の意味タグを作成する。このよ
うにして作成されたデータに基づいて祖語を再建する（3）。最も包括的に祖語を再建した研究に
Martin（1987）があるが、データに基づきこれを批判的に検討する。構築されたデータベースの
うち権利関係上公開が可能なものは公開する（4）。 
 
 
４．研究成果 
 
新たに電子化されたデータをもとに『日琉語類別語彙』（五十嵐 2016）を整備、拡張し、再建

されたアクセント類とともに、国立国語研究所が公開している「危機言語データベース」の「日
本の消滅危機言語語彙 DB」（https://kikigengo.ninjal.ac.jp/data/tango/search）の一環としてこれを一
般に公開した。「日本の消滅危機言語語彙 DB」は、UniCog（Celik et al. 2024）と呼ばれる同源性
のタグによって、日琉諸語の語彙データが構造化されているので、これと『日琉語類別語彙』を
融合させることによって、「日本の消滅危機言語語彙 DB」を、日琉祖語を再建することを目的と
した研究データとして、有効に活用することが可能になる。 
同源性によるデータベースの構造化については、「日本の消滅危機言語語彙 DB」構築との協

働によってその目的を達することができたが、意味による構造化は十分には行われていない。し
かしながら、「日本の消滅危機言語語彙 DB」には各言語変種における各語彙項目の意味が記述
されているためにこれを利用して、比較言語学的研究を促進することができる。 
このような形で構築されたデータベースを活用した研究成果は以下の通りである。 
琉球祖語のアクセント類を再建する論文を発表した（Igarashi 2022）。日本語のアクセント類の

うち 2 拍 4 類・5 類の一部は琉球祖語の B 類に残りは C 類に対応することが知られていた。こ
の分裂対応は日琉祖語のアクセント類を再建するために重要である。しかし 2 拍 4 類・5 類に属
する語（約 100 語）のうち、琉球祖語におけるアクセント類が確定しているのはその一部に過ぎ
なかった。本論文は琉球諸語におけるアクセント型の対応の検討に基づいて、75 語のアクセン
ト類を確定した。 
さらに、上で述べた琉球祖語のアクセント類に関する成果（Igarashi 2022）に基づいて、琉球

祖語と日本語との間のアクセントの特徴的な対応が日琉祖語の語形成に起因するとする新説を
国内学会で発表した（五十嵐 2022a）。 
琉球諸語、九州諸方言、八丈語、東日本諸方言を非中央語と位置づけ、非中央語が日琉語族の

中でどのような系統的に位置づけられるかに関する発表を行った（2022b）。 
九州諸方言の動詞活用パラダイム（上二段活用）に現れる母音に着目して、日琉祖語の母音に

生じた音変化を再建し、同じ音変化を九州諸方言と琉球諸語とが共有していることを示し、九州
諸方言と琉球諸語が単系統群をなすことを主張する論文（五十嵐 2023）を発表した。 
日琉諸語のデータに基づいた比較言語学の概説書を共著者とともに出版した（平子他 2024）。

平子他（2024）は日琉諸語のデータに基づいた初めての比較言語学の概説書であり、日琉諸語比
較言語学の最新の成果を取り入れている。この書籍の出版によって、国内の日琉諸語比較言語学
の研究が促進されることが期待される。 
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